
第 26 期第 1 回運営委員会報告 
 
日時：2011 年 2 月 27 日 14:20～16:30（第 25 期運営委員会に引続き開催） 
場所：JAXA 宇宙科学研究所 新 A 棟２階 A 会議室 
（遠隔会議：京都大学地磁気世界資料解析センター（北部キャンパス理学研究科 1 号館）） 
 
出席者 11 名（総数 18 名、定足数 11 名）：家森俊彦会長、中村正人副会長、小田啓邦、塩

川和夫、篠原育、畠山唯達（遠隔）、村田功、山本衛、藤浩明（遠隔）、小嶋浩嗣、長谷川

洋 
欠席者 7 名：坂野井和代、吉川一朗、中村卓司、清水久芳、長妻努、尾花由紀、吉川顕正 
 
議事 

１．役割分担 
・第26期の役割分担と内容が説明された。役割分担は以下のとおり。 
総務：塩川和夫、庶務：藤浩明（主）・長谷川洋、会計：村田功（主）・小嶋浩嗣、雑誌：

小田啓邦（主）・吉川顕正、秋学会：中村卓司（主）・藤浩明・篠原育、連合大会プログ

ラム委員：篠原育（主）・清水久芳、連合対応：山本衛（主）・小田啓邦（環境）・坂野

井和代（キャリアパス）、広報Web：小嶋浩嗣（主）・中村卓司・吉川顕正、広報会報：

吉川一朗（主）・吉川顕正・村田功、アウトリーチ：畠山唯達（主）・尾花由紀・長妻努・

坂野井和代、男女共同参画：長妻努（主）・尾花由紀、助成金：清水久芳（主）、学生発

表賞：長谷川洋（主） 

・なお、各役割の前期担当者がアドバイザとして、今期担当者を適宜サポートする。 

 

２．学会ホームページの充実について 
・学会ホームページ（HP）の改善・充実について、様々な意見が出された。主な意見は以

下のとおり： HP の現レイアウトは、一般向けと会員向けの情報の区別ができていないの

で、レイアウトを変更したほうがよい。各担当者を認識できるよう運営委員の顔写真を載

せてはどうか。更新頻度を上げ、また英語ページを充実させたい。Web 担当以外の運営委

員、またはその指示の下で作業してくれる人が、気軽に編集できるページがあってもよい

のではないか。アウトリーチ（分野紹介）のコンテンツを、会員などにも依頼することで

充実させられないか。会長挨拶のページ（一般向けに学会の概要紹介）があるとよいので

はないか。 
・上記の意見をふまえ、今後徐々に HP を更新していくことが確認された。 
 
３．入・退会の手続きおよび会費徴収のアナウンス等 
・入会手続きの迅速・簡略化： 入会申請があるたびに、プロアクティブから庶務担当に連

絡してもらい、運営委員会メールをベースに承認することができないか、確認することと

なった。（委員会後にプロアクティブに確認したところ、有料、ということなので、入会

申請を行う際に、庶務にも連絡することを推奨するように Web を書きかえることで対応

する。） 
・学生会員の加入や EPS への投稿を促すこと、海外会員への変更や会員登録内容の更新に

ついてのアナウンスを頻繁に行うことが確認された。 
・会費納入の手数料としては銀行自動引き落としが一番安いこともあり、会費の請求書郵

送とともに自動引き落としの申込書を同封できるかどうか、確認することとなった。 
 
４．秋学会関係 
４．１．平成 23 年度秋学会：11/3（木）—11/6（日）＠神戸大学の準備状況（山本） 
・本年度秋学会の Web 投稿システムは、昨年度のもの（JCOM）を維持して使用するのが



よいだろうという判断がされた。 
４．２．アウトリーチのプランについて（畠山） 
・日程： 11/6（学会最終日）午後の開催を検討している。その場合には、11/6 の講演を午

前中のみとし、11/2（学会前日）の夕方に運営委員会、11/3（初日）に評議員会、11/4（2
日目）に総会、を行うのがよいだろうという判断がされた。 

・会場： ポートアイランド内に完成予定の CPS（惑星科学研究センター）新棟での開催を

検討している。他の候補は、大学内、および市内。 
・記者発表は、11/2（学会前日）の夕方に、神戸大学内にて行うことを検討することとなっ

た。 
 
５．EPS 関係（小田） 
・JGG 電子化の漏れがあったが、近日中に追加される予定であることが報告された。 
・CrossRef 参加のための調査票への回答が求められており、回答を検討することが報告さ

れた。 
・JGG 誌の Journal@rchive 公開に伴うリンク申請の希望調査があり、論文情報検索サイ

ト：Google, CiNii, PORTA 上に、EPS/JGG へのリンクを作成してもらえるよう依頼した

ことが報告された。 
 
６．JpGU 環境・災害対応委員会対応（小田） 
・連合大会中と JpGU セッション提案〆切前に委員会を開催していることが報告された。 

 
７．分科会の名称変更について（畠山） 
・学際化に対応するための下記の新分科会設立に向けて、「古地磁気・岩石磁気研究会」

の活動終了（発展的解散）願が提出され、承認された。 

・上記に伴い、「地磁気・古地磁気・岩石磁気研究会」設立願が提出され、承認された。 

 

８．次回運営委員会・評議会・総会 
運営委員会： 5/22（日） 18:45—20:45 （会場： 202） 
評議会： 5/23（月） 18:45—20:45 （会場： 202） 
総会： 5/25（水） 13:00—14:00 （会場： 302） 

 
９．その他 
９．１．Plasma Conference 2011 協賛・委員選定（山本） 
・組織委員とプログラム委員の選出を求められており、検討を継続することが確認された。 
９．２．JpGU 情報システム委員の選定依頼（山本） 
・情報システム委員会の次期副委員長を会員の中から推薦することが期待されているが、

委員会会合や仕事の詳細について確認することとなった。 
９．３．夢ロードマップについて（中村） 
・宇宙惑星科学の将来を語る会（3 月 29-30 日）：SGEPSS と惑星科学会のそれぞれから約

8 名の参加が期待されている。旅費等は JpGU から援助が出る予定。候補者を選出し、中

村副会長へ連絡することとなった。 
 
（文中敬称略、文責：長谷川洋） 
 


